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•介護老人保健施設清雅苑80床
•通所リハビリセンター清雅苑 140名
•訪問リハセンター清雅苑
•訪問看護ステーション清雅苑
•熊本機能病院在宅サービスセンター
（居宅介護支援事業所）
•地域包括支援センター
•機能デイトレ（通所介護）
•など

熊本機能病院
•一般病棟 86床

•回復期リハビリテーション病棟 131床

•地域包括ケア病棟 55床

•障害者施設等一般病棟 38床

•地域包括医療病棟 52床





COI開示

講義の内容に関し開示すべきCOI
関係にある企業はありません。

野尻晋一（介護老人保健施設 清雅苑 施設長）
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科学的裏付けに基づく介護（科学的介護）とは

1 背景：医療分野ではすでに「根拠に基づく医療（EBM）」が実践されている

医師が文献を批判的に吟味し、患者の価値観も考慮した上で専門技能を活用して医療を行う手法。
1990年代以降、医療分野では広く実施されている。

↓

2 課題：介護分野では科学的根拠に基づくケアが十分に実践されていない

介護保険制度は高齢者の尊厳保持・自立支援を理念とする。しかし現状では、
科学的に効果が裏付けられた介護が十分に実践されているとは言えない。

↓

3
解決策：LIFE（科学的介護情報システム）

介護関連データを収集・分析し、現場へフィードバックすることで、科学的裏付けに基づく介護の普及・実践をはかる。
現場・アカデミア等が一体となって循環が創出できる仕組みを形成する。

出典：社保審-介護給付費分科会第178回（R2.6.25）資料1一部改変



科学的介護情報システム（LIFE）創設の経緯 年表

質評価・制度整備期 自立支援・政策転換期 データ基盤整備期 LIFE稼働・普及展開期

2003 「2015年の高齢者介護」公表 サービスの質評価・情報公表の仕組みを提唱

2006 介護サービス情報の公表制度 導入 質の見える化の制度化

2009-10 質の評価のあり方検討委員会 アウトカム評価・PDCAサイクル・地域単位評価等の論点整理

2010 第65回介護給付費分科会 施設・事業所への適切評価による処遇改善の指摘

2011 第81回介護給付費分科会 Pay for Reporting方式・データベース基盤構築の提起

2012 介護報酬改定 審議報告 要介護度変化を報酬評価することへの課題を明確化

2017 未来投資会議 自立支援介護を閣議決定 「効果のある自立支援を介護報酬で評価する」

2017 VISIT 運用開始 通所・訪問リハビリ記録システム

2019 科学的裏付けに基づく介護に係る検討会 取りまとめ （2019年7月16日）

2020 CHASE 運用開始 心身状態・ケア内容のデータ収集開始

2021 LIFE 正式稼働（令和3年度介護報酬改定） 科学的介護推進体制加算を新設

2022 普及推進 マニュアル・好事例集等の整備 動画マニュアル・手引き・自治体職員向けマニュアル作成

2023 匿名LIFE情報の提供開始・フィードバック拡充 事業所向け・自治体向け・研究者向け研修・研究会を実施

2024 令和6年度介護報酬改定 入力項目等の見直し 改定版LIFEシステム・フィードバックを順次リリース



LIFE



Society1.0
狩猟社会

人々が狩猟採集で
生活する社会

Society2.0
農耕社会

稲作など農耕が始まり
定住と組織化が進んだ社会

Society3.0
工業社会

産業革命により、機械を使った
大量生産が可能になった社会

Society4.0
情報社会

インターネットが普及し
情報共有が容易になった社会

Society5.0
創造社会

デジタル革新と多様な
人々の想像力で課題解
決と価値創造を行う社会

持続可能性と強靭性を備え



Society5.0の社会



保健医療・介護分野の公的データベースの連結解析によって得られるメリット

•医療・介護分野の公的データベースを連結解析できる基盤の整備・拡充を進めるとともに、行政・ 研究者にとどまら
ず、民間企業等を含めた幅広い主体による利活用を推進。
•世界有数の医療・介護分野のビッグデータを活用した研究等が進むことで、
・医薬品の安全性の更なる向上、治療の質の向上や新たなサービス等の開発など、保健医療介護 分野における
イノベーションを創出
・地域包括ケアの実現などに向けた保健医療介護分野の効果的な施策を推進

厚労省 データヘルス改革推進本部（2019.09.09）「参考資料6 今後のデータヘルス改革の進め方について（概要）」より引用

LIFE
ナショナル

データベース
（NDB）

介護保険総合
データベース

DPCデータベース

全国ガン登録
DB

指定難病DB

小児慢性特定
疾患DB

MID-NET

CHASE
（介護サービス）

VISIT
（リハビリ）

全国の医療・介護のレセプト等のデータベース詳細な臨床情報等に関する
データベース

詳細な介護サービス・状態等に関する
データベース

連結解析
の検討

連結解析
の検討

連結解析
の検討

2020年度か
ら連結解析

2022年度か
ら連結解析





利用者自身が健康・医療・介護情報
を閲覧できる仕組み

医療・介護分野での情報の利活用

自治体や研究機関による2次利用



chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000988921.pdf





介護施設・事業所における質の高いケア提供のため、
データ活用によるケアの見直しを支援すること。

科学的介護情報システム（LIFE）の役割と意義

介護施設・事業所で記録された利用者の状態や
ケア計画内容などの情報を収集。収集した全国の
データに基づき、事業所へフィードバックを提供する。

データ活用によるケアの継続的な見直しを支援し、
科学的根拠に基づく介護（科学的介護）の実現
につなげる

目的

仕組み

意義







1. 共通の認識を持つことができる
◦ 全国の介護施設・事業所で同じ項目を用いてアセスメントや評価を行うため、職員
間のみならず、他事業所などと情報共有を行う際に共通の認識を持つことに役立つ。

◦ 利用者の状態を正確に捉え、職員が共通の目標に向かって取り組みやすくなる。

2. 利用者の状態や日々のケアの見える化
◦ LIFEのフィードバックでは、利用者の状態が以前とどのように変化したのか、また全国
の同じような利用者と比較してどのような状態かを見える化する。

◦ このデータ上の変化や差をきっかけとして、計画やケア内容の見直しを行うことで、
より良いケアにつながる。

3. 多様な職種や職員が連携した取り組みにつながる
◦ LIFEへの提出情報やフィードバックを多職種間で共有し、同じデータを見ながら議論
することで、利用者や提供するケアのあり方について、より多角的な視点から理解できる。

◦ これにより、職員が自身のケアを客観的に振り返り、連携を深めることができる。

LIFE活用による3つの主要メリット
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Society5.0
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反映し、より根拠のある時期
目標を設定します

変化の要因を専門職間で分析し、利用者ごと
の課題や施設全体の方針を整理します

6か月ごとの変化など同一利
用者や施設全体の数値の変化

指標(ADLや認知機能等）が向上
したか、あるいは課題があるか

経時的

客観的評価
多職種連携

比較の視点

種別の施設







③







LIFEデータの読み方から、改善計画の立て方まで
施設ですぐ実践できるLIFE活用の勘どころを解説！
《この本でわかること》
▶ LIFEフィードバックデータの読み方
▶ データ分析と解釈のポイント
▶ 改善につなげる仮説の立て方
▶ 目標設定と計画づくり

先進10法人の活用事例、
厚生労働省担当官との特別対談も収録！

特養・老健のための
LIFE フィードバックの
読み方・使い方

井口健一郎 著
第一法規



LIFE_事業所フィードバック

科学的介護推進体制加算_当事業所











評価者が歯科衛生士等
専門職の評価では結果が
大きく異なる





×

https://cacco.co.jp/datascience/blog/statistics/203/





突出

不明瞭

示唆



重要な根拠

再解釈

証拠
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LIFE_利用者フィードバック



トイレ動作の評価



B･I 動作工程

下衣をおろす 自立・見守り・部分介助・全介助

トイレ動作

自立(10）
部分介助(5)
全介助(0)

便座に座る 自立・見守り・部分介助・全介助

排泄をする 自立・見守り・部分介助・全介助

ウォシュレット操作 自立・見守り・部分介助・全介助

拭き取る 自立・見守り・部分介助・全介助

トイレの水を流す 自立・見守り・部分介助・全介助

便座から立つ 自立・見守り・部分介助・全介助

下衣を履く 自立・見守り・部分介助・全介助

トイレ動作

部分介助(5)

初回B･I

バランス

筋力

可動域

痛み

感覚
（視覚）

環境

手すり等支持物
床材
履物

半年後B･I

トイレ動作
BI評価点

自立(10）
部分介助(5)
全介助(0)



できる＝している

できない＝していない

介入 介入

LIFEアセスメントは「している」が原則。
「できる」が評価できていなければ
介入計画は立たない

できるがしていない するようになるできるようになる



LIFE
データ

取り込み
再利用

独自の利用者
フィードバック

用紙

正式なLIFE
フィードバック

LIFE

独自の
データベース

独自の事業所
フィードバック事業所で集計

独自のクロス
集計、統計解析

提出

MS.Accessで
作成したオリジナルDB

厚生労働省

LIFEの提出データで独自のLIFE-データベースの構築
（利用者・家族へのFB用、他事業所との連携用、兼スタッフの教育ツールとして活用）

BIのADL評価を行
程に分け「できる」と
「している」で入力

利用者
フィードバック

事業所
フィードバック
や研究発表







BIの部分介助・不可と判断される一部の詳細を評価

利用者の評価点（できてること、していること）

詳細評価項目数×評価点

自立

見守

部分介助

全介助

4
3
2
1

＝○○％

1
2
3
4
5
6

例）トイレ動作の場合

4×6=24
×100＝75％

4+2+2+4+4+2=18



独自DBから出力されるフィードバック用紙
利用者・家族・専門職以外に分かりやすいように表示

スタッフ用

利用者・家族用



LIFE利用者フィードバックの活用

利用者・家族 担当者会議・リハ会議



月1回の運営会議でフィードバック実施

利用者フィードバックも開始されたので活用方法を独自のフィードバックと合わせて検討

通所リハビリテーション



①事業所フィードバック 独自の活用例

訪問リハスタッフへの事業所フィードバックの様子
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情報共有と利活用LIFE

溜めて使う直ぐ使う
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AI

ICT 介護ロボット

フィジカルAI

DXからIXへ



1）対外・対内文書・掲示物の作成支援
利用者・家族向け案内文、説明資料の作成
啓発用ポスター（感染対策など）の作成

2）行政・制度文書の理解・要約支援・運営指導等
大量ページに及ぶ行政通知・制度改正資料の要約
重要ポイント・現場への影響整理
ＢＣＰやマニュアル、ガイドラインの案

3）申請・報告の効率化
補助金・加算申請書の作成など

4）勤務・業務運営支援
勤務表作成・調整案の支援
超過勤務ルール・ガイドライン・啓発など

5）人事評価・人材マネジメント支援
人事考課アセスメント票作成
処遇改善加算等に関する評価資料作成

6）個別ケア・リハビリ計画作成支援
個人情報を入力しない形でのケアプラン作成支援
リハビリ計画、ICFカンファレンス資料作成

7）多職種連携・一体的支援の可視化
リハ・口腔・栄養の一体的支援計画に基づく生活提案

【Ⅲ．教育・研修・研究支援】

8）教育・研修・人材育成支援
職員向け研修資料・勉強会資料・動画作成
教育プラン、習熟度評価表の作成

9）会議・研究支援
議事録作成・要約
研究抄録作成、演題スライド作成

【Ⅳ．DX・創造・文化的価値創出】

10）システム・DX開発支援
データベース設計支援
アプリケーション・業務システム開発の補助

11）文化・心理的ケア・QOL向上への活用
AI絵画による季節展示「AI絵画展」

【Ⅱ．ケア・多職種連携・臨床支援】【Ⅰ．事務・運営・マネジメント支援】

当施設におけるAIの活用事例





プロが撮影した法人の
年間報告書に使う写真

私が描いたイラスト

清雅苑インスタ用



Midjourney展_Winter
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カテゴリ 課題 改善提案

スロープ
車椅子の方が自力で上がることを
考えると勾配が急

傾斜を緩やかにし（バリアフリーの教科書的には屋内1/12，屋外
1/20、建築基準法1/8）可能であれば長さを確保する

スロープ 手すりなし 両側に手すりを設置がベターと思います

スロープ スロープの脱輪防止 スロープのサイドに脱輪防止が必要と思います

階段①（建物内） 手すりがない 少なくとも片側に手すりを設置する

階段①（建物内） 視認性の低い段差 ステップの縁に目立つ色の滑り止めテープなどを貼付

階段①（建物内） 照明が暗い 明るく均一な照明への変更や補助照明の設置

階段② 手すりがない
少なくとも片側（内側）に手すりがあると助かります
※外側は子供の遊び等で転落リスクがあります。

階段②
前回の大規模改修で刷毛で滑り
止めしてあるが剥離して雨天時は
滑りやすくなってきている

ステップの縁に目立つ色の滑り止めテープなどを貼付

マンションのバリアフリーについて







近未来の老健の制度環境の変化

CONTENT

近未来の直接業務の変化

近未来の間接業務の変化

近未来の老健のリハビリテーション
—指数関数的な変化に備えよ—

テクノロジーの進歩とリハ・ケアの現場
での倫理的課題

近未来の情報連携・利活用の変化

昨年度の全老健リハビリテーション研修会（野尻の動画の一部）



音声解説 動画解説 マインドマップ

レポート テストフラシュカード

インフォグラッフィック スライド資料 ソースからデータ表



この動画習熟問題を10問○✖で作成して様々な領域の動画コンテンツを一気に作成



水分の粘度を測定する携帯アプリをChatGPTで開発-当施設PT







「デジタルネクロマンシー」は故人への冒涜なのか

https://nazology.net/archives/134845
デジタルネクロマンシー



「欺瞞」

嘘

脅迫
救助

AIの内部状態と出力の矛盾を検出
し、嘘をついている兆候を掴みます。

晒



TERA
Technology, Enhancement, 
Rehabilitation care, and AI

勉強会ロゴ

AI勉強会

①AI業務デザインラボ
②AI教育デザインラボ
③リハ・ケアインテリジェンスラボ
④3Dリハケアイノベーションラボ

キックオフミーティング

4_Team


